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研究成果の概要：ロシア、中央アジア、コーカサス地域など旧ソ連圏スラブ･ユーラシアの文化

的アイデンティティの問題を、東西文化の対話と対抗という位相で性格づけるため、フィール

ドワークと文献研究の手法を併用して研究を行った。その結果、この地域の文化意識のダイナ

ミズム、帝国イメージやオリエンタリズム現象の独自性、複数の社会統合イデオロギー間の相

互関係、国家の空間イメージの重要性、歴史伝統と現代の表現文化との複雑な関係などに関し

て、豊かな認識を得ることが出来た。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 5,900,000 1,770,000 7,670,000 

2006 年度 5,000,000 1,500,000 6,500,000 

2007 年度 4,800,000 1,440,000 6,240,000 

2008 年度 5,200,000 1,560,000 6,760,000 

  年度  

総 計 20,900,000 6,270,000 27,170,000 

 
 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：地域研究 
キーワード：旧ソ連、東西文化、スラブ、ユーラシア、比較文化 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)旧ソ連圏のスラブ･ユーラシアは、地理学

的かつ文明史的な位置によって、古くから
東西文化圏の狭間であることを意識し、ヨ
ーロッパ的なものと東洋的なものへの関
係性において自己の文化を形成してきた。 

(2)近代におけるロシア帝国への統合と20世
紀の社会主義ソ連形成の歴史は、この地域
の文化構造を複雑化し、言語、生活習慣、
政治イデオロギーなどを単位とする多元
的アイデンティティを形成した。 

(3)ソ連邦の崩壊とヨーロッパ世界の統合、

文明のグローバル化の中で、現在この地域
の諸国は新たなる文化的アイデンティテ
ィの形成を迫られているが、その際、宗教
的世界観や生活文化の諸側面において、新
たに東西文化の対話と対抗の問題が鮮明
化している。 

(4)ユーラシア諸国の将来における平和的共
存の可能性を考える上で、文化的自己意識
の問題はきわめて重要な要因であり、東西
文化の対話と対抗という本研究の切り口
は、この地域の問題を一般人類的な問題の
俎上に載せるのに有効と思われる。 
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２．研究の目的 
(1)旧ソ連圏のスラブ･ユーラシアにおける

文化的自己意識のあり方を、東西文化の対
話と対抗という位相で分析する。 

(2)対象を｢ロシア・東スラブ｣、｢コーカサ
ス・中央アジア｣、｢旧ソ連圏全体｣という
枠組みで捉え、それぞれについて文化史的
に特徴的な現象を抽出して研究する。 

(3)研究のディシプリンには、言語学、文学、
芸術学、思想史、歴史学、文化人類学、政
治学が含まれる。 

(4)特に注目する問題点： 
①宗教的・民族的・国家的アイデンティティ

の相関。 
②文化思想における原理主義と功利主義の

対立。 
③伝統文化の役割と今日的再解釈。 
④ロシア帝国・社会主義ソ連の文化遺産の現

代的意味。 
⑤ヨーロッパ文化、アメリカニズム、東洋文

化への親和と反発。 
⑥文化の大衆化、情報メディアの発達、ポス

トモダニズム思想の流行が文化的自意識
に及ぼす影響。 

 
３．研究の方法 
(1)地域研究的手法、歴史学的手法、比較文

化学的手法を併用し、各地域文化の個別
的・歴史的特徴を検討すると同時に、当該
地域文化全般の類型学的特徴を捉える。 

(2)以下の枠組みに従って研究を進める。 
第１テーマ：旧ソ連文化圏における東西文
化のパラダイム 
（東西文化論の歴史・文化学的背景／民族
文化と国際文化の関係論／帝国の論理と
東西文化／旧ソ連言語文化圏の変容／文
化政策と地域統合） 
第２テーマ：ロシア･東スラブにおける東
西文化のパラダイム 
（ロシア・スラブ語文化の世界性／スラ
ブ・アイデンティティの東西文化論的意味
／宗教哲学における東西文化のパラダイ
ム／文芸における東西文化のパラダイム
／スラブ文化圏における異民族のアイデ
ンティティ） 
第３テーマ：中央アジア･コーカサスにお
ける東西文化のパラダイム 
（中央アジアにおけるオリエンタリズム
とオクシデンタリズム／民族主義の形成
と東西文化の関係性／紛争と文化の相互
理解／伝統文芸における東西文化の自意
識） 

４．研究成果 
(1)研究の主な成果 
① 文化類型の動的な理解：スラブ･ユーラシ

アはスラブ系とアジア系を主体としてき
わめて多くの民族が共存する空間であり、

各民族･地域の「固有文化」と西欧的「普
遍文明」との対抗としてイメージされる必
然性を持っている。ただし「固有文化」の
概念はしばしば近代の構築物でもあり、そ
の内容の固定的解釈は矛盾を引き起こす。
本研究は東西文化の対話･対抗という図式
を実体概念と想定するよりも、むしろそこ
から各文化の自意識が生産されるパラダ
イムと捉えることにより、この地域のアイ
デンティティの動態をより正確に把握す
ることが可能となった。 

② 特異な帝国・二次的オリエンタリズム：旧
ソ連圏の近代におけるアイデンティティ
にとっての帝国という概念の重要性が明
らかになった。ただし中央アジアやコーカ
サス地域の研究が教えるように（宇山論文
30 など）そこに現れてくるのは「個別主義
の帝国」という特異な形態であった。また
同じくオリエンタリズム論に関しても、西
欧的なものへの自己同一化の結果として
自文化の内部や外部に東洋的なものが発
見されるという、受動的なオリエンタリズ
ムの作用が析出された。 

③ 社会統合イデオロギーの二重作用：ポス
ト･ソ連の思想的空白を埋める西欧型民主
主義、資本主義原理、伝統的宗教、民族主
義、帝国へのノスタルジーといったあい矛
盾する理念は、必ずしも原理的なレベルで
の対立を起こしているわけでなく、相互補
完的な社会統合の理念としても機能して
いる。 

④ 空間認識･視覚表象の重要性：下記の成
果”Beyond the Empire...”の諸論が示すよ
うに、地理･空間的認識とその視覚表象が、
この地域のアイデンティティに重要な意
味を持っている。 

⑤ 現代表現文化の特性：現代文芸は帝国のイ
メージや伝統文化の諸要素をパロディ
化・相対化しながら、同時に再生産し、活
性化するという、皮肉な作用をしている。 

(2)国内外における位置づけとインパクト：旧
ソ連圏ユーラシア諸国の文化的アイデン
ティティの問題を東西文化論のコンテク
ストで研究する作業とその成果はきわめ
て時宜を得たもので、この地域にかかわる
国際学界との連携の機会も多く、各分野の
学会で本研究の成果の一部が発表されて
きた。本研究の一環として行った国際シン
ポジウム「帝国を越えて：ユーラシア文化
のコンテクストにおけるロシアのイメー
ジ」(2006 年 12 月、北大)は、ユーラシア
のアイデンティティにおける空間感覚、景
観の視覚表象、境界の意識、帝国のイメー
ジなどの要素の重要性を具体的に解明し、
この地域における自己と他者の表象、オリ
エンタリズム、ポストコロニアリズムの独
自性を割り出すうえで重要な共同作業と
なった。国外からの参加者にはクリストフ



 

 

ァー・イーリー、ボリス・ガスパーロフ、
エヴゲーニー・フォブレンコ、カーチャ・
ホカンソン、マーク・バッシンなどの権威
が含まれ、成果集 Tetsuo Mochizuki (ed.), 
Beyond the Empire. Images of Russia in 
the Eurasian Cultural Context（SRC: 
Hokkaido Univ., 2008) p. 467 は、ユーラ
シア文化研究に対する日本の貢献として
国内外で好意的な反響を呼び、ロシア語圏、
英語圏でともに読者を得ている。このほか
に計 6 回行われた公開研究報告会や合宿
形式の研修会には、若手研究者も多く参加
し、次世代研究者への刺激としても機能し
た。 

(3)今後の展望：東西文化の対抗パラダイムを
基礎にしたスラブ･ユーラシア文化研究は、
わが国とユーラシアの将来の関係を考え
る上でも重要であり、今後はユーラシア諸
地域の文化比較という手法も交えながら
継続してゆく予定である。 
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